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■概要説明
　2017年４月のＪＸホールディングスと東燃ゼ
ネラル石油の経営統合によりＪＸＴＧホールディン
グスが誕生しました。ＪＸＴＧエネルギーは、その
傘下にある３つの中核会社の１つです。ＥＮＥＯＳ、
エッソ、モービル、ゼネラルのブランドでおなじみ
の石油精製販売をコア事業とし、電力事業や水素事
業にも注力しながら、総合エネルギー企業として多
様なエネルギーをお客さまに安定供給しています。
また、自社の保有技術を生かした機能性フィルムや
不織布などの機能材事業も推進しています。
　今回訪問したスイソテラスは、未来を担う水素エ
ネルギーについて、「見る」「体験する」をコンセプ
トに水素情報発信拠点のショールームとして、
2017年３月にオープンしました。次世代都市型ス
マートシティとして先進的環境配慮に取り組んでい
る「Tsunashimaサスティナブル・スマートタウン」
内にある、燃料電池自動車（ＦＣＶ）に水素燃料を
供給するＥＮＥＯＳ横浜綱島水素ステーションに併
設され、映像や水素充填の模擬体験などを通じて「水
素の力」を身近に感じられるスペースとなっていま
す。スイソテラスは水素利用拡大に向けた普及啓発
活動を目指し、将来の水素社会に向けた水素エネル
ギーに関する情報を発信しています。

■見学の様子
　まず、２階のミニシアターでプロジェクション
マッピングの映像を見ながら、水素エネルギーの特
性や水素ステーションの安全対策、同社の水素エネ
ルギーに関する取り組みなどについて学びました。
　水素は地球上で３番目に多い元素で、人工衛星打
ち上げロケットをはじめ、光ファイバー、半導体、
液晶パネル製造、ＬＥＤ、ニッケル電池、ビタミン
剤などに使われ、私たちの身の回りで暮らしに役
立っています。
　水素と酸素を反応させて電気を発生させる燃料電
池は、使用時にＣＯ２を排出しないクリーンエネル
ギー技術としても注目されており、自動車分野では
ＦＣＶなどに使われています。現在、ＦＣＶに水素
燃料を供給する水素ステーションは四大都市圏を中

心に100カ所、うちＥＮＥＯＳブランドのものは
40カ所で、今後さらに増えていきます。
　将来の水素社会では、水素発電が導入されたり、
水素の製造から消費まで完全なＣＯ２フリーの水素
供給システムが構築されたりすることが見込まれる
など、地球温暖化対策やエネルギー自給率向上の解
決策の１つとして、水素エネルギーは様々なポテン
シャルを秘めた新しいエネルギーであることを学び
ました。

　次に、水素ステーションの安全対策について理解
を深めました。水素ステーションには高圧ガスを扱
える資格を持ったスタッフが常駐し、監視していま
す。水素は空気よりも軽いため、万が一、水素漏れ
した場合も水素が上に逃げて拡散できるよう、水素
ステーションの天井は開放されています。水素は燃
えても無色透明で肉眼では見えませんが、炎に含ま
れる紫外線を検知する紫外線炎検知器が設置されて
います。水素ガス漏れ検知器も完備され、アラーム
が鳴ると機器が自動停止する仕組みになっていま
す。水素ガスは空気中の水素濃度が４％で引火しま
すが、検知器は１％でアラームが鳴るよう設定され
ています。この他にも、地震計やスプリンクラーな
どが張り巡らされ、何重もの安全対策が取られてい
ます。
　ＪＸＴＧエネルギーの水素事業の取り組み紹介ビ
デオでは、同社の水素製造出荷センター（横浜市）
や水素ステーションでどのように水素が貯蔵されて
いるのかについて理解を深めました。同センターで
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は、プロパンガスと水を高温で反応させ、不純物を
除去して高純度の水素を作ります。製造された水素
は圧縮され、蓄圧器という高圧タンクに貯蔵して、
専用トレーラーで首都圏にあるＥＮＥＯＳの各水素
ステーションに出荷されます。トレーラーで運ばれ
た水素は水素ステーションで再び圧縮され、蓄圧器
に蓄えられます。
　続いて、１階の展示フロアでは説明員の解説を聞
きながら、水素ステーションの安全を支える技術に
ついて学びました。

　水素ステーションで保管される水素は最大82メ
ガパスカル（約820気圧）まで圧縮されるため、
蓄圧器は耐高圧性と高気密性を保たなければなりま
せん。また、水素は分子が細かく金属をもろくする
性質があるので、耐水素性に優れた材料が求められ
ます。そこで、蓄圧器の内側はアルミ製ライナーで
作られ、外側は航空宇宙用途にも使用される炭素繊
維複合材料を10センチメートルの厚みまで巻いて
強度を保っているそうです。また、水素ステーショ
ン内の圧縮機周辺の水素が通る配管には、従来は難
しかった溶接継手が可能で、90度近く曲げること
ができる新素材が使われています。溶接箇所が少な
いので密閉性にも優れ、曲げる加工ができるのでダ
ウンサイジングも可能となりました。さらに、水素
をＦＣＶに充填する際のホースも特殊な材料で作る
ことで、耐高圧性としなやかさを実現することがで
きました。このように、水素ステーションの設備は、
安全性を高めるための技術や機能素材で支えられて
います。
　気体は圧力をかけると高温になるので、水素ス
テーションでは、マイナス40度に冷やされてディ

スペンサー（ＦＣＶに水素を送り込む機械）からＦ
ＣＶに充填されます。ＦＣＶのカットモデルの充填
口にノズルを差し込み、ディスペンサーのタッチパ
ネルを操作して水素充填の模擬体験をしました（水
素は流れません）。タッチパネルの開始ボタンを押
すと、赤外線通信によってＦＣＶに残っている水素
の量、温度、圧力を検知して最適な温度とスピード
で充填します。このような先端技術によって、実際
の水素充填でも約３分でタンク内が満タンとなる５
キログラムに達することが可能となります。水素ス
テーションでは、＊資格がないと水素を充填すること
はできないため、ここでは貴重な体験ができました。

　参加者は見学を通じて、水素エネルギーとは何か、
そして水素エネルギーがどのように作られて水素ス
テーションに届けられるのか、また将来の水素社会
などについて「見て」「体験して」理解を深めながら、
水素エネルギーを身近に感じることができました。

＊ENEOS横浜綱島水素ステーションでは、事業者と水素充
填準備作業を行う契約を結び、かつ安全に関する講習を
受講するなどの要件を満たすことにより、水素を自ら充
填するセルフ充填を行うことができるようになりました。

■参加者からの感想■
　「水素エネルギー充填の模擬体験は興味深いもの
でした」「水素ステーションなど、話に聞くものの、
とても遠い存在でした。百聞は一見に如かず、大変
よく理解でき、安全を考え、様々な新技術が開発さ
れていることも理解しました」「水素燃料について
学べ、未来の車社会がぐんと身近になった感じがし
ました」

（文責　主任研究員　細萱友里子）

■アクセス情報
東急東横線「綱島駅」より徒歩10分
●住所：神奈川県横浜市港北区綱島東４－３－９　●ＴＥＬ：045-717-9434　●入場料：無料
●営業日：火・木曜日（13:00～16:00）、土曜日（10:00～16:00）※祝祭日、ステーション休業日を除く

ジオラマで水素ステーションの説明を受ける

ＦＣＶのカットモデルに水素を充填する模擬体験
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